
 

 

MIRAIプログラム・2017 平成 29年度 結果概要 

 

１．プログラム概要 

外務省が推進する「対日理解促進交流プログラム」の一環として、日本の政治・社会・

歴史及び外交政策に関する理解促進や日本の魅力等の積極的な発信を目的とし、欧州・中

央アジア・コーカサス地域より、将来の活躍が期待される大学生・大学院生、若手行政官

及び社会人１８５名を招へいしました。本プログラムでは計３グループを招へいし第１グ

ループは平成２９年１０月４日から１１日まで，第２グループは平成２９年１２月６日か

ら１３日まで、第３グループ（社会人招へい）は平成３０年３月１１日から１７日までの

日程でプログラムを行いました。 

参加者からは，各省庁からの講義の他，企業訪問，大学訪問，地方訪問，文化体験を通

じ，安全保障を含め日本を取り巻く国際情勢や日本の社会・経済について理解が深まると

共に，日本の魅力を感じることができたとの感想が聞かれました。また参加者は帰国後に

それぞれＳＮＳやその他のメディアを通じ，日本で学んだことや日本の魅力等を積極的に

発信しました。本プログラムは，国際社会における対日イメージの向上や日本に対する持

続的関心を増進する役割を果たしています。 

 

２．参加国・人数 

第１グループ（１０月招へい） 

欧州、中央アジア・コーカサス地域４４ヵ国、８４名 

No. 国名 人数

（名） 

No. 国名 人数

（名） 

1 アルバニア 1 23 カザフスタン 4 

2 アルメニア 1 24 キルギス共和国 2 

3 オーストリア 1 25 ラトビア 1 

4 コソボ（オーストリア大兼轄） 1 26 リトアニア 1 

5 アゼルバイジャン 3 27 ルクセンブルグ 1 

6 ベラルーシ 2 28 モルドバ 1 

7 ベルギー 3 29 オランダ 2 

8 ボスニア・ヘルツェゴビナ 1 30 ノルウェー 2 

9 ブルガリア 2 31 ポーランド 2 

10 クロアチア 1 32 ポルトガル 2 

11 チェコ共和国 2 33 ルーマニア 2 



12 デンマーク 3 34 セルビア 2 

13 エストニア 1 35 スロバキア 2 

14 フィンランド 2 36 スロベニア 1 

15 ジョージア 1 37 スペイン 2 

16 ドイツ 3 38 スウェーデン 2 

17 ギリシャ 1 39 スイス 3 

18 キプロス（ギリシャ大兼轄） 2 40 タジキスタン 2 

19 ハンガリー 2 41 トルクメニスタン 2 

20 アイスランド 1 42 ウクライナ 2 

21 アイルランド 2 43 英国 2 

22 イタリア 3 44 ウズベキスタン 5 

総計 84 

 

第２グループ（１２月招へい） 

欧州１８ヵ国、８１名 

No. 国名 人数

（名） 

No. 国名 人数

（名） 

1 ベルギー 1 10 オランダ 1 

2 チェコ共和国 2 11 ノルウェー 1 

3 デンマーク 1 12 ポーランド 5 

4 フランス 11 13 ポルトガル 1 

5 フィンランド 1 14 ルーマニア 2 

6 ドイツ 17 15 スペイン 7 

7 ギリシャ 2 16 スウェーデン 1 

8 アイルランド 1 17 ウクライナ 4 

9 イタリア 10 18 英国 13 

計 81 

 

第３グループ（社会人招へい） 

欧州１２か国及び欧州連合（ＥＵ）、計２０名 

No. 国・機関名 人数

（名） 

No. 国・機関名 人数

（名） 

1 オーストリア 1 8 ポーランド 1 

2 ベルギー 1 9 スペイン 2 



3 デンマーク 1 10 スウェーデン 1 

4 ドイツ 3 11 スイス 1 

5 ハンガリー 1 12 ウクライナ 1 

6 イタリア 2 13 ＥＵ 1 

7 オランダ 4    

総計 20 

 

３．訪問地（全グループ共通） 

東京都、広島県、京都府 

 

４．日程 

 第１グループ（１０月招へい）  

１０月４日（水）  来日 

１０月５日（木）  オリエンテーション、Japan Library講演、外交政策講義 

１０月６日（金）  慶應大学訪問・学生交流 

（対日理解に関する講義聴講、大学・大学院生との意見交換・交流） 

１０月７日（土）  広島、宮島・厳島神社、 

広島平和記念資料館、被爆者による被爆体験講話 

１０月８日（日）  京都、金閣寺、東本願寺、河村能舞台（能体験） 

１０月９日（月）  東京国立博物館、臨海広域防災公園・そなエリア、六本木ヒルズ 

１０月１０日（火） 外務省講義、堀井巌外務政務官に対する表敬、成果報告会 

１０月１１日（水） 帰国 

 

第２グループ（１２月招へい） 

１２月６日（水）  来日 

１２月７日（木）  オリエンテーション、Japan Library講演、外交政策講義 

１２月８日（金）  東京国立博物館、六本木ヒルズ 

１２月９日（土）  京都、金閣寺、東本願寺、河村能舞台（能体験） 

１２月１０日（日） 広島、宮島・厳島神社、 

広島平和記念資料館、被爆者による被爆体験講話 

１２月１１日（月） 早稲田大学訪問・学生交流 

（対日理解に関する講義聴講、大学・大学院生との意見交換・交流） 

１２月１２日（火） 外務省講義、堀井学外務政務官に対する表敬、成果報告会 

１２月１３日（水） 帰国 

 

 



 第３グループ（社会人招へい）  

３月１１日（日）  来日 

３月１２日（月）  オリエンテーション、衆議院視察、外交政策講義 

３月１３日（火）  理化学研究所 AIセンター訪問、防衛省講義、経産省講義 

３月１４日（水）  有識者との意見交換（経済政策） 

３月１５日（木）  広島、宮島・厳島神社、 

広島平和記念資料館、被爆者による被爆体験講話 

３月１６日（金）  京都、金閣寺、高台寺（お点前，座禅体験） 

３月１７日（土）  帰国 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５．MIRAIプログラム記録写真 

第１グループ（１０月招へい） 

  

10月 5日 オリエンテーション 10月 6日 学生交流・慶應義塾大学 

  

10月 7日 宮島・厳島神社 10月 7日 広島被爆体験講話 

 
 

10月 9 日 六本木ヒルズ 10月 10日 堀井巌外務大臣政務官表敬 

 

 

 



第２グループ（１２月招へい） 

  

12月 7 日 外交政策講義 12月 8 日 東京国立博物館 

  

12月 9日 京都・東本願寺 12月 9日 京都・河村能舞台 

 

 

12月 11日 堀井学外務大臣政務官表敬 12月 12日 最終ワークショップ 

 

 

 

 



第３グループ（社会人招へい） 

  

3月 12 日 衆議院視察 3月 12 日 外交政策講義 

  

3月 13日 理化学研究所 AIセンター 3月 15 日 平和記念公園 

  

3月 16日 金閣寺 3月 16日 京都・高台寺（座禅） 

 

 

 

 



６． 参加者の感想 

第１グループ（１０月招へい） 

 外交政策と核軍縮の講義は驚きであり興味深かった。日本は北朝鮮や核兵器の

脅威にさらされているが、日本の視点を知るのは本当に興味深かった。外交の

専門家から話を聞けて、自分の将来のキャリアに役に立つのでよかった。 

（ドイツ・大学院生・男性） 

 

 広島訪問の一番大事な部分。とても感情に訴えるショッキングなスピーチだっ

たが原爆の破壊的な影響をはっきりと理解するには必要だ。平和の価値が理解

できた。（オランダ・大学生） 

 

 初め平和記念館は何かプロパガンダを与える場所だと思っていたが、ただ事実

があり結論は自分自身で考える場所だった。（ブルガリア・大学院生） 

 

 MIRAIプログラムの主催者にとても感謝している。私たちが世界をよりよく変え

ていくのを待っていてほしい。（キルギス共和国・大学生） 

 

第２グループ（１２月招へい） 

 南シナ海に関する講義はすばらしく、欧州ではあまり知られていない情報が多

くとても有益であった。（フランス・大学院生） 

 

 原爆に関して、被爆者から直接話を聞くことのできる最後の世代だと感じ、現

代でも核の恐怖は消えていないこと、そして日本人が感じた恐怖に思いをはせ

るとともに、非核化へ向けた努力の必要を感じた。（デンマーク・大学院生） 

 

 

第３グループ（社会人招へい） 

 様々な関心分野（政治、経済、文化、歴史、社会）における日本についての知

識をさらに深められたことはとても意義深かった。ウィーン市の代表としては、

2020 年東京オリンピックの組織委員会ディレクターの講義とディスカッション

が都市関連のトピックだったので非常に役立った。広島平和記念資料館への訪

問と、被爆者とのミーティングでは心に残る感銘を受けた。 

（オーストリア・社会人・男性） 

 

 

 広島での被爆者による講義は非常に強い印象となって残った。このプログラム



の極めて有益な部分だった。また、理研での講義もとても興味深かった。政治

／経済または外交だけでなく、幅広い観点を得るのに良かった。 

（スウェーデン・社会人） 

 

７．参加者の SNS での発信内容 

第１グループ（１０月招へい） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 第２グループ（１２月招へい） 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第３グループ（社会人招へい） 

 

 

 

 

プログラム参加中の様子や参加者の声は SNSを通して広く発信されています。 

Facebook：https://www.facebook.com/MIRAIprogramme/ 

Twitter、Instagram、Facebookハッシュタグ：＃MIRAI2017 ＃MIRAI2018 #EFILafs MIRAI 

 

 

 


